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リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【情報活用能力の育成】
文部科学省が示す情報
活用能力の要素は右の通
りである。本校では、こ
れらの情報活用能力の要
素をバランスよく育成す
ることを目指し、体験や
活動を通しての学びや調
べ学習について、総合的
な学習の時間にスライド
形式にまとめることを
推進している。 ＊「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」より引用

スライド形式でのまとめ作成にあたっては、まず、情報収集や整理・分析（Ａ
知識及び技能）を行う。それらの情報をもとに、受け手の状況等に応じて、表現・
発信（思考力、判断力、表現力等）する必要がある。作成したスライドを共有する
ことで、受け手を意識して情報を取捨選択するなど試行錯誤し、改善しようとする
態度や多角的に情報を検討しようとする態度（学びに向かう力、人間性等）を身に
付けることができる。このような体系的な情報活用能力の育成に向けて、３年間を
見通して取り組んでいる。
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